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運をつかむ
　運も実力のうちとよく言われます。仕事上で「この人は運の強
い人だな」と思うことがよくあります。その人の話を聞いたり、行動
をみたり、お付き合いをしている周辺の方をみていると、なるほどと
感じます。
　運の強い人は、自分の体験や置かれた状況を悲観的に捉えるの
ではなく、楽観的でかつ積極的に捉えていくところがあり、その
先に運がついてくるのだろうと思います。自分の周辺に起こった
出来事をどれだけプラスに解釈できるか、そう考えてどれだ
け努力をすることができるかではないでしょうか。常に積極
的な解釈をすると自然と物事がうまくいくようなベクトルができ、
雰囲気が身についてくるもので、自らの力で強い運というもの
を引き寄せることができるのだと思います。
　又運の強い人のところには人が集まってきて、大きな仕事、いい
仕事が集まり、成功する確率も高くなっていくのではないでしょう
か。「人の集まるところに繁栄あり」とよく言われますが、その通り
だと思います。
　運を持っている人、プラス思考の人には共通して明るさが
あります。上司がプラス思考で、楽観的、積極的に仕事を進める
と、自然と職場が明るくなり、部下は学びへの意欲や、
仕事へのやる気やチャレンジ精神が起きてきます。
そんな雰囲気を作るのも上司の大事な役割です。
　あなたは運をふりまいていますか！あなたの
職場に明るさは見えていますか！


